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概要：（1,000 字以内で記述） 

以下の（１）～（4）について調査研究を実施した。 

（１）DX1 における EA フレームワークの比較評価 
 オープングループにおける DX の取組である DPBoK(Digital Practitioners Body of Knowledge)などを調査し、
TOGAF に基づくデジタルサービスのアジャイル開発・展開モデルなどが提案されていること、既存設備プラントの
デジタル変革アーキテクチャを明らかにした。 
（２）DX 実装プロセスの調査 

レガシーシステムのマイクロサービス化事例を調査することにより、ビジネスケイパビリティと整合するようにマイクロ
サービスアーキテクチャを実装する方式が実用化されていることを明らかにした。 
（３）事例研究 
 TOGAF とバランススコアカード（BSC）に基づく DX のための BSC（DBSC）を考案し、水道情報活用システムのデ
ジタル変革に試行適用することにより、DX 戦略マップの有効性を明らかにした。 
（４）デジタルイノベーションモデルについての研究 
 9 種のビジネスイノベーションモデルの表記法と EA 図式言語 ArchiMate を比較し, ArchiMate の表現能力が最も
高いことを明らかにした。 
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